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	参加目的：
当会議において，水溶液中で光照射により生じる動的スピン分極（DEP）について，報告を行った．この現象はEPR分光法に光による位置選択性を持たせられる可能性を秘めており，応用の可能性を探る上で，分野を超えて専門家と議論することは重要であると考えた．

	会議の状況：
　ポスター・口頭発表ともに活発な議論が行われている印象であった．セッションはEPRとNMRとで分かれており，参加者の数から判断すると，私が主に参加したEPRセッションの方が，少し規模の小さいようだった．ポスター発表と核スピンにおける動的核スピン偏極（DNP）についての講演は，EPR・NMR分野で合同に行われており，EPR・NMRそれぞれの専門家が発表し，議論を交わしていた．

	成果概要：
　私は今回，水溶液中でラジカルが光照射で生成した励起三重項と相互作用した際に，ラジカルの電子スピンの分布が熱平衡状態から大きく外れる現象について報告した．この現象は，スピンプローブ法に光による位置選択性を与える可能性を持つ．発表では，多くの研究者の方が足を止め，議論を交わしてくださり，とても有意義な時間であった．私自身が過去に論文誌に発表した研究について，批判的なコメントを頂いた場面もあったが，今後の研究の参考にしたいと思った．
　また，DNPやスピンプローブ法に関する最新の研究について多くの発表を聞けた．特に，私の利用しているラジカルと類似のラジカルが，スピンプローブ法でどのように利用されているのか最新の研究をまとめて聞けたことは，今後自身の研究を応用していく上での良い指針になると思う．
　今回は，私自身にとって初めての海外での学会参加であった．懇親会では，M. Sherwin先生の紹介で，次回開催地のユタ州にある大学の学生･ポスドクの方と話す機会を得た．私は将来的に研究者として活躍することを希望しており，そのためには国内外を含めた幅広い人脈が重要であると認識している．今回のRMCMR-56へ参加し，海外の先生や学生の方と議論する機会を得られたことは，今後の私の活躍において重要になると考えている．今回の会議参加は非常にいい体験であり，来年も参加したいという意欲がわいた．
　今回いただいた機会を十分に活かしていくためにも，今後はよりいっそう研究，そして学会参加へと積極的に取り組んで生きたいと思う．


